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研究成果の概要（和文）：戸谷洋志との共著『漂泊のアーレント、戦場のヨナス』（2020）を上梓した。アーレ
ントとヨナスの生涯と思想を比較したうえで、最終的に両者のテクノロジー論を参照し、21世紀における全体主
義として「テクノロジー的全体主義」という概念を提唱した。また単著『嘘と政治』（2021）では、ポスト真実
をめぐる政治現象（ポピュリズム、フェイクニュースなど）をアーレントの「政治における嘘」論から考察し
た。「人工知能と言語化不可能なもの」（2020）、「スマホとデジタル全体主義」（2021）、「新自由主義的な
言語観に抗う」（2022）などの論文でも、今日のSNSやデジタル技術の発展が政治に与える影響を分析した。

研究成果の概要（英文）：I collaborated with Hiroshi Toya on the publication of "Arendt in Exile, 
Jonas at Battlefield" (2020). In this work, we compared the lives and philosophies of Arendt and 
Jonas, ultimately proposing the concept of "technological totalitarianism" as a form of 
authoritarianism in the 21st century, referencing their theories on technology. In my book "Lies and
 Politics" (2021), I examined political phenomena surrounding post-truth, such as populism and fake 
news, through Arendt's theory of 'lying in politics'. Additionally, in my articles such as "
Artificial Intelligence and the Ineffable" (2020), "Smartphones and Digital Totalitarianism" (2021),
 and "Resisting the Neoliberal Discourse on Language" (2022), I analyzed the impact of today's 
social media and digital technologies on politics.

研究分野： 政治思想史

キーワード： ハンナ・アーレント　ハンス・ヨナス　デジタル全体主義　テクノロジー　ポスト真実
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研究成果の学術的意義や社会的意義
デジタル技術の進展がその利便性と同時に我々から自由（意志）を奪っているのではないかという危惧はすでに
様々な論者によって示されている。しかしこのテーマの先行研究はテクノロジーの専門家やジャーナリストによ
るものが多く、政治思想や政治理論の観点から、どのような点においてデジタル全体主義が新しく、どのような
点に危険性があるのかについての考察は十分なされてこなかった。本研究では、権力論や支配形態の観点から今
日のデジタル統治の特徴を考察し、過去の権力形態との差異を明らかにしてきた。今後到来しうるデジタル全体
主義についての理論的基盤を提供した点に学術的・社会的意義があると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究に応募した 2018 年当時、ヨナス研究者の戸谷洋志とともに『漂泊のアーレント 戦場の
ヨナス』を執筆中であり、ナチズムの恐怖を経験した二人の思想家アーレントとヨナスが、それ
ぞれどのように全体主義の本質を取り出し、それに対抗する思想を構築したかを比較考察する
共同研究を行なっていた。この共同研究を進めるなかで、両者が戦後ともに科学技術の発展に強
い危惧を抱いていたことに気づき、21 世紀に全体主義が再来するとすれば、それは「テクノロ
ジー的全体主義」とでも呼びうるような形態を取るのではないか、という予測を立てるに至った。
同時にこの時期、アーレントの「政治における嘘」論を参照して、ポスト・トゥルース現象を思
想的に考察する研究も開始しており、デジタル・テクノロジーの発展が現代政治にどのような影
響を与えるか、それにどう対抗すべきか、という課題も研究したいと考えていた。こうした問題
関心を精緻に言語化・理論化することを目標として研究を開始した。 
 
 
２．研究の目的 
 アーレントやヨナスの全体主義論および科学技術論を参照しつつ、21 世紀に全体主義が再来
するとすれば、それは「テクノロジー的全体主義」とでも言うべき形態を取るのではないか、と
いう仮説を検証し、その内容を言語化・理論化することが本研究の目的であった。20 世紀の全
体主義がナチズムやスターリニズムなどの国家主義的な独裁体制という形態を取ったのに対し、
21 世紀の全体主義はビッグデータとアルゴリズムを両輪としたテクノロジー中心の形態を取る
のではないか、というのが研究当初からの仮説である。あわせて、ポスト・トゥルース現象など、
インターネットやデジタル技術の発達が政治に及ぼす影響についても研究し、アーレントやヨ
ナスの全体主義論や科学技術論がもつ現代的意義についても考察する。 
 
 
３．研究の方法 
（1）アーレントとヨナスの全体主義論および科学技術論を精読し、デジタル・テクノロジーの
発展が政治に及ぼす影響を考察するにあたり、活用できそうな部分を抽出する。その際、近年ア
クセス可能となった草稿群や最新の先行研究なども活用する。ヨナス思想の理解についてはヨ
ナス研究者である戸谷洋志の協力を仰ぐ。 
（2）加えて、デジタル・テクノロジーが現代政治に与える影響に関する研究を広く収集し、（1）
で抽出した理論を応用して、これについての思想的・理論的考察を行う。 
（3）以上を踏まえたうえで、「テクノロジー的全体主義」または「デジタル全体主義」という概
念を提唱し、これについて思想的・理論的に考察する枠組みを構築する。 
 
 
４．研究成果 
（1）戸谷洋志との共著『漂泊のアーレント 戦場のヨナス』（慶應義塾大学出版会、2020 年）の
出版。本書ではアーレントとヨナスの生涯と思想を比較しながら、ナチズムの恐怖を経験した二
人の思想家が、それぞれどのように全体主義の本質を分析し、それに対抗する思想を編み出した
か、という問いを探究した。その結論部において、21 世紀に全体主義が再来するとすれば、そ
れは「テクノロジー的全体主義」という形態を取るのではないか、という仮説を提示した。また
それに対抗するためのキーワードとして「出生」の思想に着目した。この共著に関連して、第 45
回社会思想史学会の⼤会セッション「アーレントとヨナスの思想的交錯」を企画し、⼾⾕ととも
に共同発表および討議を⾏った。 
 
（2）単著『嘘と政治——ポスト真実とアーレント思想』（青土社、2021 年）の出版。本書では、
2016 年のトランプ現象とともに話題になった「ポスト真実」という現象に着目し、アーレント
の「政治における嘘」論を参照してこれを思想的に分析した。ポスト真実とは単に腐敗した政治
家が嘘を撒き散らす現象を指すのではなく、政治的言説が嘘であるか真実であるかはどうでも
よい、という開き直った態度が蔓延する現象を指すのであり、こうした傾向の広まりが全体主義
の出現の一因になったというアーレントの議論を参照して、ポスト真実の危険性を考察した。こ
れに関連して、『現代思想』2019 年 4⽉増刊号「現代思想 43 のキーワード」に「ポスト・トゥ
ルース」と題する論考への寄稿や、第 28回政治思想学会（2021 年）での個人報告「始まりのた
めの嘘：アーレント「政治における嘘」論再考」などを行った。 
 
（3）論文「スマホとデジタル全体主義」（『世界』946号、2021 年）では、現代のデジタル技術

の発展によって、我々のあらゆる行動がデータとして捕捉され、我々の将来の選択を先回りして

最適な選択肢が提示されることになれば、人間の自発的な行動や思考の余地が縮減される危険

性があることを示し、これを「デジタル全体主義」という観点から考察した。論文「新自由主義

的な言語観に抗う」（『唯物論研究年誌』27号、2022 年）では、デジタル技術の発展が人間の用



いる言語を変容させ、単なる情報伝達の手段へと狭隘化させてしまう可能性があることを指摘

した。論文「⼈⼯知能と⾔語不可能なもの」（『現代思想』2020 年 9⽉号）では、アーレントの

テクノロジー論を⽤いて⼈⼯知能開発が「⿊魔術化」している現象を考察し、今⽇の⼈⼯知能が

⼈間の理性・⾔語を超越したものを扱い始めているものではないか、という問いを考察した。 
小論「アーレント VSシュミット コロナ時代の公共性を考える」（『朝日新聞』2020 年 5月）

や小論「オンライン化で得たもの、失ったもの」（『季報唯物論研究』160 号、2022 年）では、

コロナ禍において学会や研究会のオンライン化が進んだ結果、得たものと失ったものについて

考察し、オンラインでのイベントには「あいだ」や「あと」の時間がないこと、つまり発表の間

の休憩時間や隙間時間などに雑談したりする余⽩がないことがネガティブな側⾯ではないか、

という⾒解を⽰した。 
 
（4）韓国で開催された「2023 INTERNATIONAL CONSORTIUM OF CRITICAL THEORY 
PROGRAMS CONFERENCE」」（2023 年 6月）にて「Post-Truth and Populism」と題した英

語研究報告を行った。ポスト真実的な政治現象をアーレントの「政治における嘘」論およびホッ

クシールドの「ディープストーリー」論を参照して考察する内容であり、参加していた他国の研

究者と有意義な意見交換を行うことができた。 
 
（5）論文「アーレントの活動論再考」（『⽴命館産業社会論集』第 59号、2023 年）では、アー

レントの活動論に関する近年の研究動向をまとめつつ、アーレントが現代の科学者の試みを「⾃
然の中への活動」と表現したことの意味を考察した。アーレントの「活動」には「他者との関わ

り」と「始まりをもたらすこと」という⼆つの軸があるが、現代の科学にみられるのは「他者と

の関わり」を⽋いた「予測不能な始まりをもたらす」⾏為と解釈することが妥当であろうと結論

づけた。関連する内容として、橋爪大輝『アーレントの哲学：複数的な人間的生』 への書評も

執筆した（『社会思想史学会』第 47号、2023 年）。 
 
（6）当初の研究計画にはなかった成果であるが、アーレントとヨナスの思想比較研究からの副

産物として、ケン・クリムスティーン『ハンナ・アーレント、三つの逃亡』（みすず書房、2023
年）の翻訳や、小野寺拓也・田野大輔編『〈悪の凡庸さ〉を問い直す』（大月書店、2023 年）へ

の寄稿（第 4章「〈悪の凡庸さ〉をめぐる誤解を解く」)なども行った。 
 
 
研究全体を通して、アーレントとヨナスの全体主義論および科学技術論を応用して、現代のテク

ノロジーが政治・社会に及ぼす影響を思想的に考察するための理論的土台を築くことができた。

今後も「デジタル全体主義」がもたらす危険性やそれへの対抗策について思想的・理論的な考察

を続けていく予定である。 
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